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及 ボ ス 影 響 ニ 就 テ

第IV編

Dmelcosニ ヨ ル 發 熱 實 驗 ニ 就 テ

岡山醫科大學皮膚科泌尿器科教室(主 任根岸教授)

助手 醫學土 大 道 峰 雄

[昭 和15年1月15日 受稿]

第1章 緒 論

余ハ 曩 ニSulfurol竝 ニ非病 原性 大腸菌 製劑 タル

Pyriferニ ヨル發 熱實驗 ヲ行 ヒ以 テ黴毒血 清諸 反

應 即 チBrowning氏 反應,村 田氏反應 竝 ニM.K.R.

II.ニ 及 ボ ス影 響ニ就 テ記 述 セ シガ本 編ニ於 テハ更

ニDucray氏 桿 菌 ノ特 殊「ワク チ ン」タルDmelcos

ヲ以テ發 熱實驗 ヲ行 ヒ其 ノ影響 ニ就 テ報告 セ ン ト

ス.因 ニ實驗諸操 作 ハ全 ク前編 ニ於 ケル ト同樣 ノ

主旨ヲ嚴守セ リ.

第2章 Dmelcosニ ヨル發 熱量 測定

Dmelcosノ 家兎耳翼靜脈内注射 ニ ヨル發熱實

驗 ヲ行 フニ先ヅ強制體位 ガ家兎體温ニ及ボス影響

ハ既ニ第I編 ニ於 テ詳述セシモ本實驗 ニ於テ使用

ス可 キ白色健康家兎 ニ於テ更ニ檢査セシニ第1表

ノ如 シ.

第1表
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2756 大 道 峰 雄

即 チ強 制體位 持續 ニヨ ル家兎體 温 降下度 ハ固 定

後2時 間 ラ界 トシテ平均減 少 ヲ示 スモ ノナル ヲ知

レ リ.次 デDmelcosヲ 注射 スル ニ第III編Pyrifer

注射ニヨ ル發熱量ヨ リ推 測 シ本實驗 ニ於 テハ家兎

體 重Prokgニ 就 テ675 M.K. (Millionkeimノ 略)

ヲ開始 セ シニ明 カ ニ發熱 ノ目的 ヲ達 セ リ.斯 ク シ

テ漸次Dmelcosノ 注射 菌度 ヲ増加 シ タルニ 第2

表 ノ如 ク何 レノ例 ニ於 テモ所 期ノ效 果 ヲ學 ゲ得 タ

リ.

斯 ノ如 クDmelcosニ ヨル 發熱 現象 ハSulfurol

ハ 勿論Pyriferヨ リモ一層 注射 後早期ニ 發熱状態

ニ 入ル.即 チ注射後1時 間 ニ シテ發 熱現 象 ヲ示 シ

平均 注射後2時 間 ニ シテ最 高體 温 ヲ示 シタ リ.解

熱 期 ニ移行 セ ン トスルハ 注射後 平 均11時 間 ナ リ.

第2表

第3章 家 兎 陰 性 血 清 ニ 及 ボ ス 影 響

第1節 發熱 ノ經過 ト黴毒 血清反 應

實 驗家 兎ハNr. 1―2―3ノ3頭 ニシテ實驗 前 ニ

於 ケル採血 檢査 ハ2日 間置 キ連續3囘 施 行 セルニ

第3表(其 ノ1)ノ 如 ク毎囘陰 性成績 ヲ得 タ リ.而

シ テ發 熱經 過 ニ伴 フBrowning,村 田氏 反應 竝 ニ

M.K.R. II.ノ 變化 ノ有無 ヲ檢 セ シニ第3表(其 ノ2)

ノ如 ク發熱 ニ伴 フ影 響 ヲ認 メズ.

第3表

(其 ノ1)
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第3表

(其 ノ2)

第2節 發熱 ノ經過 ト血清 蛋 白量 ノ動 搖

發 熱 ノ經過 ニ伴 フ血清蛋 白量 ノ動 搖 ヲ觀察 スル

ニ第4表 ノ如 シ.

即 チ發熱 時 ニ於 ケル粘 稠度 ハ何 レモ減 少 シ平均

0.07ノ 減少 ヲ示 セ リ.屈 折率 ニ於 テハ 同樣何 レモ

減少 シ平均0.00098ヲ 示 セ リ.蛋 白量 モ亦屈折率

同樣何 レモ滅 少 ヲ示 シ平 均0.57%減 少 ヲ示 セ リ.

Al:Glニ 於 テ ハGl量 ハ發 熱時何 レモ僅 少ノ減量

ヲ示 シ平均1.6ヲ 減 ゼ リ.解 熱 時 ニ於 テハ粘 稠度

ハ 發熱 時ヨ リ更ニ 何 レモ 減少 ヲ示 シ,實 驗 前 ニ比

較 スレバ平均0.11ヲ 減 少 シ,屈 折率 及 ビ蛋 白量ハ

何 レモ是 レ亦減 少 シ,前 者ニ 於 テハ平均0.00151,

第4表

後 者 ニ於 テハ0.89%ノ 減 少 ヲ示 セ リ.Al:Glニ

於 テハNr. 2ニ 於 テ1ノ 増加 ヲ認 メル モNr. 1―3

ニ於 テハ著明 ナルGl量 ノ減量 ヲ認 メ平均18ヲ 減

ゼ リ.

第3節 發熱經過ニ伴フ血清蛋白 ト黴毒血

清諸反應 ノ關係

前節ニ於 テ述ベタルガ如ク,發 熱經過 ニ伴 フ血

溶蛋白量各値ノ動搖ハ著明ナル モノ アル モ之ガ

第5表
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2578 大 道 峰 雄

Browning氏 反應,村 田氏反應 及 ビM.K.R. II.

ニ及 ボ ス影 響ハ實 驗前 ニ於 ケル家兎 血清 ガ陰性 成

績 ヲ呈 セル場合皆 無 ナル コ トハ第5表 ノ如 シ.

第4節 發熱 ノ經 過 ト爾後 ノ關係

發 熱 ノ經過 即チ發熱 時竝 ニ解熱 時 ニ於 ケル血清

蛋 白 ノ動搖 ハ前記3反 應 ニ對 シテハ何等 ノ影 響 ヲ

認 メズ.而 シ テコ レガ解 熱後 ニ於 ケル經過 ヲ相當

期間觀察 セルニ 解熱 後第1日 ニ於 テハ粘稠度 ハ何

レモ著 明ニ 解 熱時 ニ比 シテ囘復 シ,第2日 以後 ハ

Nr. 1―3ニ 於 テハ實前 ノ値ニ復 セズ經 過 シ タル モ

Nr. 2ニ 於 テハ先 ヅ時 日ノ經過 ト共 ニ實 前 ノ夫 レ

ニ復 歸 セ リ.屈 折率 竝 ニ蛋 白量 ニ於 テハNr. 1ノ

ミ實 前 ノ夫 レニ達 セザ リシモNr. 2―3ニ ア リテ

ハ實 前 ノ夫 レニ比 シ僅 少 範圍 ノ増 大 ヲ示 シツ ツ經

過 セ リ.其 ノ他Al:Glニ 於 テハ解 熱後 第1日 ニ

於 テGl量 ノ著 明 ナル増量 ヲ認 メ,實 前 ノAl<Gl

ノ關係 ヲ保 チ ツツ經 過 セル モ時 日ノ經 過 ニ伴 ヒ平

均19日 以後 ニ於 テハ實前 ト逆 ノ關 係即 チAl>Gl

ノ關係 ニ變化 セル ヲ認 メタ リ.即 チ第6―7―8表

ノ如 シ.

第6表

(家 兎 番 號1)

第7表

(家 兎 番 號2)
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第8表

(家 兎 番 號3)

第4章 家 兎 陽 性 血 清 ニ 及 ボ ス 影 響

本章ニ 於 テ使 用セ シ家兎 群ハNr. 4―5―6―7―

8―9―10―11ニ シ テM.K.R. II.ニ 於 テノ ミ非特

異性 反應 ヲ認 メタル モ ノナ リ,實 驗 前 ニ於 ケ ル連

續3囘 採血 檢査 ヲ行 ヒ シ結果 ハ 第9表 ノ如 ク毎 囘

M.K.R. II.ニ 於 テ 明 カ ニ非 特異性 ヲ認 メ タ リ.

第9表

第1節 發熱ノ經過 ト血清黴毒反應 トノ關

係

發熱經過ニ伴 フBrowning氏 反應,村 田氏反應

及 ノビM.K.R. II.影響 ヲ觀察 スル ニ第10表 ノ如 シ.

第10表
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即 チNr. 4―9ニ 於 テハ 發熱時 未 ダ何 等 ノ影 響

ヲ認 メザ リシニNr. 5―6―7―8―10―11ニ 於 テ

ハM.K.R. II.ノ非特 異性 現象 ノ消失 傾 向即 チ陰 性

化傾 向 ヲ示セ リ.而 シテ解熱 期 ニ於 テハ 更 ニ明瞭

ニコノ關 係 ヲ表 シ,Nr. 4―5―6ニ 於 テハM.K.R.

II.ノ 非特 異 性ハ完 全消失 ヲ來 シ殘 餘ノ例 ニ 於 テ

モ少 ク トモ陰性化 傾向 ヲ持續 セ リ.

第2節 發熱 ノ經過 ト血 清蛋 白

發 熱經過 ニ伴 フ 血清 蛋 白ノ動搖 ヲ觀 察 スルニ第

11表 ノ如 シ.

第11表
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即チ粘稠度ハ發熱時何 レモ減少シ最大―最小ハ

0.14―0.04ニ シテ平均0.10ノ 減 少 ヲ示 セ リ.屈 折

率竝ニ蛋白量 モ亦何 レモ減少ヲ示 シ前者ニ於テハ

最 大― 最小 ハ0.00267―0.00067,平 均0.00164ノ

減 少 ヲ示 セ リ.後 者 ニ於 テハ最大― 最小 ハ1.55―

0.38%,平 均0.93%ノ 減 少 ヲ示 セ リ.他 方Al:Gl

ノ比 率 ヲ觀ルニGl量 ハ増 減不 定 ニシテNr. 4―5

―7―10ニ 於 テハ平 均13ノ 減 少 ヲ示 シ.Nr. 6―

8―9―11ニ 於 テハ反對 ニ増 加 シ平 均15ヲ 増 セ リ.

而 シテ解熱 時 ニ於 テハNr. 9―11ニ 於 テ發 熱時 ニ

比 シテ尚 ホ 何 レ モ0.02ノ 減 少 ヲ示 セシ ガ 爾 餘 ノ

例 ニ於 テハ 著明 ニ囘復 ヲ示 シ タル モ尚 ホ實前 ノ夫

レニ比 ス レバ最大― 最小 ハ0.14―0.02平 均0.07ノ

減 少 ヲ示 セ リ.屈 折 率竝ニ 蛋 白量 ニ於 テハNr. 5

―11ニ 於 テ發熱 時 ヨ リモ更 ニ減 少 ヲ示 シタル モ平

均 ニ於 テ前 者ハ0.00048,後 者ハ0.28%ノ 減 少 ヲ

示 セ リ.殘 餘 ノ例 ニ於 テハ 著明 ニ囘復 ヲ示 シ タル

モ實前 ノ夫 レニ比 ス レバ屈折 率 ニ於 テハ 尚 ホ最 大

―最 小,0 .00192―0.00038,平 均0.00109ノ 減 少 ヲ

示 シ,蛋 白 量ニ於 テハ最大― 最 小,1.11―0.22%,

平均0.65%ノ 減少 ヲ示 セ リ.他 方Al:Glニ 於 テ

ハGl量 ハ先 ニ發熱時増 加 セル例 中8―9―11ニ

ア リテハ平 均9ノ 減量 ヲ示 シ,先 ニ減少 ヲ示 セ シ

Nr. 4―5―7―10ニ 於 テハ何 レモ發熱時 ニ比 シ増

加 シ平均17ノ 増 加 ヲ示 セ リ.而 シ テ 今之 ヲ實 前

ニ 比 スレバNr. 4―8―10ニ 於 テハ尚 ホ僅 少 ナガ

ラ減少 ヲ示 シ最 大― 最小,1―2,平 均1.8ノ 減量

ヲ示 シタ リ.而 シ テNr. 5―6―9―11ニ於 テハ最

大― 最小20―8ノ 増加 ヲ來 シ,平 均14.5ノ 増 加量

ヲ示 セ リ.

第3節 發熱 ノ經 過 ニ伴 フ血 清蛋 白 ト血 清

黴毒反應 トノ關係

發熱ノ經過 ニ伴 フ血清蛋白ノ動搖 ト血清黴毒反

應即チ前記3反 應ノ關係 ヲ觀ル1ニ第12表 ノ如 シ.

第12表
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即 チ實 前陰 性反應 ヲ呈 セ ルBrowning氏 反廳竝

ニ 村 田氏 反應 ニ於テハ何 等血清 蛋 白 ノ動搖 ニ伴 フ

影 響ヲ 發見 シ得 ズ.然 ル ニM.K.R. II.ニ 於 ケル非

特異 性反 應 ノ消長 ヲ觀察 スル ニ發 熱時 既 ニ陰 性化

傾 向 ヲ現 ハ セルNr. 5―6―7―8―11ニ 於 テAl:

Glノ 動 搖 ヲ考 察 スル ニ,陰 性化傾 向 ヲ示 セルモ ノ

ハNr. 6―8―11ニ シテGlノ増加 ヲ認 ム.而 シテ

其 ノ割合 ハ7―21,平 均11ナ リ.反 對 ニGlノ 減

少 セルモ ノハNr. 5―7ニ シテ前者 ニテハ28,後

者ハ3ナ リ.其 ノ他 反應變 化 セザル モ ノハNr. 4―

9―10ニ シテ其 ノ内Gl量 ノ減少 セル モ ノハNr. 4

ニシテ12ヲ 示 セ リ.反 對 ニ増 加 セル モノハ平均24

ヲ増 セ リ.次 ニ解 熱時ニ 於 テハ如何.即 チ解 熱時

陰 性化 乃至 ハ陰性 化傾 向 ヲ示 セルNr. 4―5―6―9

―10ニ 於 テハGl量 ハ著 明 ニ發熱時 ヨ リ増 加 シ タ

リ.即 チ3―48,平 均15ヲ 増 セ リ.而 シテNr. 7

―8ノ 如 キハ 發熱時 ヨ リモ解 熱 時 ニ於 テ陽性度 ヲ

増 シ,Nr. 11ニ 於 テハ 原状維 持 ヲ認 メタ リ.更ニ體

温 ノ變化 ト有熱持 續 ノ時間 的關 係 ヲ觀 ルニNr. 4

ハ 平均體 温上昇度0.3℃ ヲ示 シ.8時 間,Nr. 5ハ

同 ジ ク0.9℃ ヲ示 シ,10時 間,Nr. 6ハ0.6℃ ヲ示

シ,10時 間,Nr. 7ハ0.5℃, 9時 間 ヲ示 シ,Nr. 8

ハ0.1℃, 8時 間,Nr. 9ハ10℃, 9時 間, Nr. 10ハ

0.6℃, 11時 間,Nr. 11ハ10℃, 11時 間 ヲ示 セ リ.

第4節 發 熱 ノ經 過 ト爾後 ノ關係

發 熱經過 ニ於 ケル前 記3反 應 ノ状態ハ 既述 ノ如

キ成績 ヲ収 メタ リ.余 ハ更 ニ各例 ノ爾後 ノ經 過 ヲ

觀察 スル ニNr. 4ニ 於 テハ第13表 ノ如 シ.

第13表
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即チ發熱經過後ニ於 ケル粘稠度ハ全般的 ニ低調

トナレルモ屈折率竝ニ蛋白量ハ時 日ノ經過 ト共ニ

實 前 ノ値 ヲ凌駕 セ リ.他方Al:Glニ 於 テハコ レ亦

Al>Glノ 關係 ヲ保 チ ツツGl量 ハ全般 的 ニ減少

ヲ示 セ リ.斯 クシ テM.K.R. II.ノ 非特 異性ハ 再現

セズ.Nr. 5ヲ 觀ル ニ粘稠 度ハ解 熱第1日 ヨ リ囘

復 シ爾後 全般的 ニ實 前 ノ夫 レニ復 歸 ヲ示 シ,屈 折

率竝 ニ蛋 白量 モ先 ヅ解 熱第1日 ヨ リ漸 次時 日ノ經

過 ト共 ニ舊状 ニ復 セ リ.更 ニAl:Glニ 於 テハGl

ハ 第10日 以後 實前 ノ夫 レ ト反對 ノAl>Glノ 關

係 ヲ採 ル ニ至 レ リ.斯 クシテ非特 異性 現象 ハ再現

セズ.即 チ第14表 ノ如 シ.

第14表

Nr. 6ヲ 觀 ル ニ粘稠 度 ハ解 熱後 第1日 ヨ リ著明

ニ囘復 シ爾 後 時 日 ノ經過 ト共 ニ實 前 ノ夫 レニ復歸

セ リ.屈 折率 竝 ニ蛋 白量ハ 第1日 ヨ リ著明 ニ囘復

ヲ示 シ時 日ノ經 過 ト共 ニ實前 ノ夫 レニ比 シ若 干 ノ

増 大 ヲ示 シツ ツ經 過 ス.Al:Glニ 於 テハ解 熱後 増

加 セルGl量 ハ漸 次原状 ニ復 シ第12日 以後Gl量

ハ實 前 ニ比 シ 著明 ニ減少 シAl>Glノ 關 係 ヲ保 チ

ツ ツ經過 セ リ.而 シテM.K.R . II.ノ 非特 異 性反應

ハ解 熱後 第20日 以後完 全 ニ囘復 シ再現 ヲ認 メ タ

リ.即 チ第15表 ノ如 シ.
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第15表

Nr. 7ヲ 觀 ルニ粘 稠度 ハ解 熱後 第2―5日 ニ於

テ一時 囘復 ヲ示 セル モ爾 後 ノ經 過 ニ於 テ實 前 ニ比

シ著明 ニ減少 シツ ツ經 過 セリ.屈 折 率竝 ニ蛋 白量

ニ 於 テモ同樣 ノ經過 ヲ トレ リ.Al:Glニ 於 テハ解

熱 後漸 次減量 セルGlハ 第6日 以後 ハ反對 ニ減量

ヲ示 シ實前 ノAl<Glノ 關係 ハ逆 轉 シ ツツGlノ

著明 ナル減 量 ヲ認 メタ リ.斯 クテ解 熱 第1日 ニ於

テ消失 セルM.K.R II.ノ 非特異 性 現象ハ完 全 ニ

再現 ヲ認 メズ.即 チ第16表 ノ如 シ.

第16表

Nr. 8ヲ觀 ル ニ粘稠度 ハ解 熱後 第1日 ヨ リ著明

ニ囘復 ヲ示 セ リ.屈 折率 竝ニ 蛋 白量 モ 同樣 ナル經

過 ヲ取 リ,Al:Glニ 於 テハ解 熱第1日 ヨリ著 明 ニ

Glノ 増加 ヲ認 メ以後 第11日 迄Al<Glノ 關 係ヲ

保持 セ シ モ第13日 以後 ニ於 テハ實前 ノ關 係 ニ戻

リ,此 間M.K.R. II.ノ 非特 異性 反應 ハ解熱 第1日

ニ於 テ 消失 セ ル 儘 爾後 ノ經過 ニ於 テ再現 ヲ認 メ

ズ.即 チ第17表 ノ如 シ.
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第17表

Nr. 9ヲ 觀 ル ニ粘稠度ハ第2日 以後 囘復 ヲ示 シ

ツ ツ第7日 ヨ リハ漸 次 實前 ノ値 ヨリモ大 トナル.

屈折 率竝 ニ蛋 白量ハ 解熱後 第1日 ヨ リ著明 ニ囘復

ヲ示 シ時 日ノ經 過 ト共 ニ若 干 ノ増 大値 ヲ示 シ ツツ

經 過 セ リ.Al:Glハ 終 始Al<Glノ 關係 ヲ保 チ ツ

ツ經 過 シ若 干 ノGlノ 増 加 ヲ來 セ リ.即 チ第18表

ノ如 シ.而 シテM.K.R. II.ハ 解熱 第8日 以後 ニ於

テ再 現 セル ヲ認 メタ リ.

第18表

Nr. 10ヲ 觀 ル ニ 粘 稠度 ハ解熱 第2日 ヨリ漸 次

囘復 ヲ示 シ ツツ經 過 シ,屈 折 率竝 ニ蛋 白量 モ亦 同

樣 ノ經過 ヲトリ,他 方Al:Glニ 就 テ觀 ルニ解熱 第

1―6日 迄増 加 セルGlノ 割 合 ハAl<Glノ 關係 ヲ

保チシガ第7日 以後Glハ減少シコノ間 一時的 ニ

尚 ホAl<Glノ 關係 ヲ示 セルコト アルモ 漸次實 前

17
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ノAl>Glノ 關係 ヲ保 チ ツツ實 前 ノClノ 割 合 ヲ

示 スニ至 レ リ.尚 ホ コノ間M.K.R. II.ノ 非特 異性

ハ第10日 以後 再現 ノ徴 候 ヲ示 シ第40日 ニ至 リテ

再現 セ リ,即 チ第19衰 ノ如 シ.

第19表

Nr. 11ヲ觀 ル ニ 粘稠度 ハ解 熱 第6日 以後 漸次

囘復 ヲ示 シ ツ ツ經 過 ス,屈 折 率竝 ニ蛋 白量 モ同樣

ニシテ時 日 ノ經 過 ト共 ニ略 ボ實 前 ノ 値 ニ復 歸 セ

リ.Al:G1ニ 於 テハ解 熱 後Al>Glノ 關係 ヲ保 チ

ツツ經過 シ若 干Glノ 増加 ヲ認 メタル モ 第30―35

日ニ於 テハ 實前 ノ値 ニ復歸 セル ヲ認 メ タ リ.即 チ

第20表 ノ如 シ.

第20表
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第5章 總 括 竝 ニ 考 按

余ハ曩 ニ第II編 ニ於 テSulfurolヲ 以 テ,第III

編 ニ於 テハPyriferヲ 以 テ發熱 實驗 ヲ行 ヒ,血 清

蛋 白ノ動搖 ト黴毒 血清 反應 中特 ニMeinicke氏 第

2清 澄 反應 ヲ中心 トシテ併 セ テBrowning氏 反應

及 ビ村 田氏 反應 トノ關係 ヲ檢 シ既 報 ノ如 キ成 績 ヲ

収 メ タ リ.

本編 ニ於 テハ,前 記 兩發 熱劑 トハ全 然其 ノ性質

ヲ異 ニセ ルDmelcosヲ 以 テ發熱 セ シ メ,之 ガ

M.K.R. II.ニ 於 ケル非 特異 性反應 ニ及 ボ ス影 響

ヲ觀察 セ リ.Dmelcosニヨ ル發熱 量ハ前 述 ノ如 ク

Pro kg 675 M.K.ヲ 以 テ 目的 ヲ達 セ リ.而 シテ注

射後 發熱迄 ノ時間 ハ1時 間ニ シテ平均注射 後2時

間ニ シテ最 高發 熱體 温 ヲ示 シ,解 熱 時期 ハ平均 注

射 後11時 間 ナ リ.血 清 反應 陰性家 兎群 即チ何等

非特 異性 反應 ヲ認 メザ ル家兎群 ニ於 テDmelcos

注 射 ニ ヨル 血清 蛋 白ノ動 搖 ヲ觀 ル ニ 發熱時 ニ於

テハ粘稠度 ハ 平均0.07ノ 減 少 ヲ示 シ,屈 折 率 ハ

0.00098,蛋 白量 ハ0.57%ノ 減 少 ヲ示 シ,Glモ 亦

平 均1.6減 少 セ リ.解 熱時 ニ於 テハ何 レモ平 均値

ニ 於 テ粘稠 度ハ0 .11,屈 折 率 ハ0.00151,蛋 白量 ハ

0.89%減 少 シ,Glハ 増 量セ ル モ ノニア リテハ僅ニ

1ヲ 増 シ,減 少 セル モ ノニ アリ テハ18ヲ 減 ゼ リ.

今是 ヲM.K.R. II.ノ 非特異 性 ヲ現ハ ス家兎 群 ニ

就 テ觀 ル ニ發熱時 粘稠度ニ 於 テハ0.1,屈 析率 ニ於

テハ0.00164,蛋 白量 ニ於 テハ0.93%ノ 減少 ヲ示

シ,Glニ 於テハ 増加セルモ ノハ15,減 少 セル モ

ノニア リテ ハ13ヲ 夫 々増 減 セ リ.解 熱 時 ニ於 テ

ハ平均 値 ニ於 テ粘稠 度 ハ0.07,屈 折 率ハ0.00109

蛋 白量ハ0.65%ヲ 實 前 ニ比 シテ減少 シ,Glニ 於

テハ,減 量 セル モノハ18ヲ 減 ジ,増 量 セル モノ ニ

ア リテハ14.5ヲ 増 セ リ.斯 ノ如 ク兩群 ヲ通 ジテ其

ノ結果 ニ著 明 ナル相 異 ア リ,前 者 ニア リテハ發 熱

時 ニ於 ケル血 清蛋 白各値 ノ動搖 値 ハ後者 ヨ リモ相

對 的 ニ著 シ ク 小 ナ リ.而 シ テ解 熱時 ニ於 テ ハ特

ニ反 對 ノ現象 ヲ認 メ タ リ.而 シ テ體 温 ノ變 化 ト

M.K.R. II.ノ 非特 異性 消長 ノ關係 ヲ觀察 スルニ 此

非特 異性現 象 ハ注射後2時 間 目 ニ於 ケ ル發 熱時 ニ

於 テNr. 5―6―7―8―10―11ニ 於 テハ早 クモ陰

性化 傾向 ヲ示 シ タ リ.而 シ テNr. 4ニ 於 テハ1.1℃

ノ體 温上昇 ヲ示 セル モ陰性化 ヲ示 サズ.Nr. 9モ

0.8℃ ノ體 温上昇 ヲ示セ ル ニ注 射後1時 間ニ 於 テ

ハ尚 ホ陰性化 傾 向ハ示 サズ,更 ニ解 熱時 ニ於 ケル

状 態 ヲ觀ル ニNr. 4ニ 於 テ ハ平均0.3℃ 體 温 上昇

ヲ示 シ注射後8時 間 ヲ經 過 シ タル時 陰性 化 ヲ示 シ

Nr. 5ニ 於 テハ 平均0.9℃ ノ體温 上昇 ニヨ リ10時

間 ヲ經 過後陰 性化 ヲ示 シ,Nr. 6ハ0.6℃ 上 昇,10

時 間 ヲ經 過 シ陰 性化 ヲ示 セ リ.然 ル ニNr. 7ニ 於

テハ0.5℃ ノ平 均體 温上 昇 ヲ示 シ注射 後9時 間 ヲ

經 過 セシニ 發熱 時 ニ比 シ陽性度 ヲ囘復 セル ガ如 キ

状態 ヲ示 シ,Nr. 8ニ 於 テモ同樣0.1℃ 上昇,8時

間 ヲ經過 シ テ陽性度 ヲ囘復 セル ガ如 キ状態 ヲ示 セ

リ.Nr. 9ニ 於 テハ平 均體 温 上昇ハ1.0℃ ニシテ

9時 間 ヲ經 過 シ陰性 化傾 向 ヲ示 シ タ リ.Nr. 10ニ

於 テハ0.6℃, Nr. 11ニ於 テハ1.0℃ ノ平 均體 温 上

昇 ヲ示 シツ ツ11時 間 ヲ經 過 シ タ ル モ依 然 陰性化

傾 向 ヲ持續 セル ニ止 レ リ.次 ニM.K.R. II.ニ 於 ケ

ル非 特異 性反應 ノ消長 ト血 清蛋 白特 ニGlノ 増減
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トノ相 關性 ニ 就 テ 考 察 スル ニ發 熱 時陰性化 傾 向

ヲ示 セ ル モ ノ ノ 中實前 ハAl:Glノ 關係 ニ於 テ

Al>Glノ 場 合 ニ於 テハGlノ 増 加 ニ依 リテ,換 言

セ バ 一 時 的Al:Glノ 比 率 ノ 相 互關係 ガ實前 ノ

夫 レ ト逆轉 ス ル コ トニ依 リテ陰 性化傾 向 ヲ示 シ

Al<Glノ 場 合 ニ於 テハGlノ 減 少 ニ ヨ リテ陰 性

化 傾 向 ヲ示 セ リ.次 デ解 熱時 ニ於 テハ非 特異性 反

應 ノ消夫 竝ニ傾向 ハ 發熱時 ト稍々 其 ノ趣 ヲ異 ニ

シ,實 前 ノAl:Gl關 係如 何 ヲ問 ハズGlノ 一齊 増

加 ニ依 リテ認 メラ レタ リ.即 チM.K.R. II.ノ 非 特

異性 反應 ハGlノ 増 加 ニ ヨリテ消失 乃至 ハ少 ク ト

モ消 失傾 向 ニ關係 シ,更 ニ前編II―IIIノ 報告 ニ

於 テ述 ベ タルガ如 ク有熱期 間 ノ長短 ハ鋭 敏 ニ此間

ノ消息 ヲ物 語 ル モノニ シテ即チ非特 異性 ノ消失 及

ビ少 ク トモ確實 ナル消 失傾 向ハ發 熱時 ヨ リハ解 熱

移行 時 ト更 ニ解 熱後 第1日 即 チ完 全 ナル體温 囘復

期 ニ於 テ發 現 スル事實 ハ發熱 持續 時 間 ト非特異 性

反應 物 質消失 ノ關係 ヲ物語 ルモ ノ ナ リ ト信 ズ.斯

ノ如 ク1囘 ノ發 熱經過 ニ伴 フ状態 ノ變 化 ガ發熱 爾

後 ノ經 過ニ於 テ如 何ニ 推移 スル カ ヲ觀察 スル ニ粘

稠度,屈 折 率及 ビ蛋 白量ハ發 熱 ノ經過 ト共 ニ漸 次

實驗前 値 ニ囘復 スル傾 向 ヲ示 セル ハ前述 ノ如 シ ト

雖 モ今 全觀 察期 間 ニ於 ケル實驗 ヲ規 準ト シテ

平 均増 減率 ヲ考 察 スル ニ次表 ノ如 シ.

第21表

即チ粘 稠度の 多 クノ場 合減少値 ヲ示 シ,屈 折率

及 ビ蛋 白量 ノ増減ハ同樣 ノ經過 ヲ トル ヲ以 テ今蛋

白量 ノ ミニ就 テ觀 ルニ是 亦多 ク ノ場 合發熱 經 過後

ニ於 テハ減 少値 ヲ示 セ リ.然 ル ニ他方Al:Glノ

關 係 ニ於 デ ハ 實 驗前 ノ比 率 ニ於 テAl>Gl群 ト

Al<Gl群 ニ於 テハ其 ノ趣 ヲ異 ニ シ テ前者 ニ於 テ

ハ 多ク ノ場 合實驗 後Glノ 増量 ヲ伴ヒ,後 者ニ於

テハ反對 ノ結果 即 チGlノ 減量 ノ減量 ヲ認 メタ リ.

而 シテM.K.R. II.ニ 於 ケル非 特異 性反 應 ノ囘復 ハ

8例 中3例 ニ シテ即 チNr. 6―9―10ニ 於 テ認 メ,

解熱後Nr. 6ニ 於 テハ第20日,Nr. 9ハ 第8日 ニ

シテNr. 10ニ 於 テハ 第40日 ニ於 テ非特 異性 ノ再

現 ヲ認 メ タ リ.

第6章 結 論

1) Dmelcosニ ヨル 發熱 ハ注射 後平 均1時 間 ニ

シテ現ハ レ最高 發熟時 ハ注射 後平 均2時 間ナ リ.

而 シ テ概 ネ解熱 期 ニ移行 セ ン トス ルハ平 均11時

間 ナ リ.

2) 發熱 時 ニ於 ケル 粘稠度,屈 析 率竝 ニ蛋 白量

ハ實驗 前 ニ於 ケルM.K.R. II.ノ 非 特異 性現象 ヲ呈

セシ家兎群 及 ビ何 等非 特異性 ヲ呈 セザ ル家兎 群 ニ

於 テ著 シク相異 シ兩群 共 ニ何 レモ減 少 ヲ示 シ タル

モ減 少率 ニ於 テ前 者 ハ後者 ヨ リモ著明 ニ大 ナ リ.

而 シテ解熱 時 ニ於 テハ 其 ノ關係反對 ナ リ.

3) Globulin量 ノ増 減 ヲ觀 ル ニ非特 異性 反應

ヲ有 スル家兎 群 ニ於 テハ 非特 異性反應 ヲ呈 セザル

家 兎群 ヨ リモ發熱時 ノ増 減共 ニ著 明ニ シ テ解熱 時

ニ於 テハ將 ニ正反對 ノ現 象 ヲ認 メタ リ.

4) M.K.R. II.ノ 非特異 性反 應ハ 人工 發熱 ニ ヨ

ルGlobulinノ 激 シキ量的動 搖 ト密接 ナル 困果 關

係 ヲ有 スル モノナリ ト信 ズ.

5) 非特 異性反 應 ハ相當 期 間經 過後 再 ビ囘復 ス

ル モ ノナ リ.

擱筆 スル ニ當 リ終始御 懇篇ナ ル御指導,御

校閲 ヲ賜 ハ リシ恩師 根岸教 授 ニ滿腔 ノ謝 意 ヲ

表 ス.
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1) The febrile symptom by Dmercos shows about 1 hour after the injection. The

maximum temperature is reached on an average about 2 hours after the injection and it is

11 hours before fever begins to fall down.

2) Viscosity, the index of refraction and the quantity of albumin at the febrile stage

shows a general decrease both in the rabbitsserum that reveal non-specificity and in

those that do not reveal non-specificity in the M.K.R. II. before the experiment, but the

decrease is striking greater in the former than in the latter group. In the normal tem-

perature, however, the case is exactly the reverse.

3) At the febrile stage both the increase and decrease of globulin are more striking

in the rabbitsserum that has shown non-specificity than in the rabbitsserum that has not

shown non-specificity, but the contrary result is observed in the normal temperature.

4) The non-specificity in the M.K.R. II. seems to have some intimate relation to the

striking alteration in the quantity of globulin which is caused by the artificial fever.

5) This non-specificity is observed to reappear in a comparatively long period after

the injection. (Autoreference)
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